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u can make simple purchases where pointing or other 
gesture can support the verbal reference;

u can ask and tell day, time of day and date;

u can use some basic greetings;

u can say yes, no, excuse me, please, thank you, sorry;

u can fill in uncomplicated forms with personal details, 
address, nationality, material status;

u can write a short, simple postcard
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第三章 

           
A  B  C  

基礎段階の言語使用者  自立した言語使用者  熟達した言語使用者  

               

A1 A2  B1 B2  C1 C 2  

   A2+ B1+ 

   

B2+    
図2 
                         

例示的能力記述文では、「基準レベル（criterion levels）」（例：A2、またはA2.1と表記）と「プラスレベ
ル（plus levels）」（例：A2+、または A2.2）の間に区別がある。後者は総合的聴解の次の例のように、水
平線で区切って前者と区別して表示される。 

 

表4 レベルA2.1とA2.2（A2+）聴解： 
もしはっきり、ゆっくり発音されるならば、具体的な用件に充分応じることができる理解力が
ある。 

A2 
もしはっきり、ゆっくり発音されるならば、直接に重要な領域（例：ごく基本的な個人や家族の
情報、買い物、地元の地理、仕事）に関する語句や表現が理解できる。 

 

レベルの間の分割点設定は主観的でしかない。ある機構・組織では幅の広いレベルをとりたがるだろうし、
狭い幅のレベルを好む場合もある。枝分かれ方式の利点は、レベルや能力記述文の共通の枠組みを、それ
ぞれの地域の必要性に応じて、共通の枠組みと連絡を保ちながら、当該地域の利用者の異なった観点に基
づいて実際的なレベルに分けていくことが可能な点にある。数字をつければ、主要なチェック対象を見失
うことなく、さらに下位分類ができる。このように柔軟な枝分かれ図式によって、それぞれの組織・機構
がそれぞれ重要と考える枝分かれを作ることができ、適切なきめ細かさをもった枝分かれができる。そう
してそれぞれのシステムの中で採用したレベルを、共通枠組みの用語を使ってはっきり位置づけすること
もできるのである。 

 

例 1： 

例えば、小学校や中等教育の低学年、成人学校の夜間クラスでは、低いレベル段階での進歩を目に見
える形で与えておく必要が感じられる。そこでは最も学習者が多いと思われる A2（Waystage）を
さらに細かく分け、「基礎段階の言語使用者」の系統をおよそ六つの到達点からなる枠組みにするこ
とができよう。 
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共通参照レベル 

A          B 
基礎段階の言語使用者      自立した言語使用者 

 
 
      A1   A2          B1 

 6 
 

A1.1     A1.2  A2.1   A2.2 
1           2               5 

 
  

   A2.1.1   A.2.1.2 
3      4 

図3 

 
例 2： 

当該言語が話されている地域で学習する場合は、尺度の中央のレベルを細分し、「自立した言語使用
者」の枝を分け、よりきめ細かく分枝を伸ばそうとするかもしれない。 

 
A         B          C 

基礎段階の言語使用者     自立した言語使用者     熟達した言語使用者 

 
 

 

        
 

 

A1      A2             B1          B2      C1       C2     
 1                                                                   10    
  

A2.1    A2.2    B1.1   B1.2  B2 1   B2.2   C1.1     C1.2   .
 2        3      4        5     6      7      8        9   

図4 
 

例 3： 

仕事上の需要を満たすための高いレベルの言語技能を養成する枠組みでは、おそらく「熟達した言語
使用者」の枝をさらに分けるであろう。 
 

   B          C 
 自立した言語使用者        熟達した言語使用者 

 
 
   B1    B2        C1     C2 
      1           2           3  

               C2.1     C2.2 
図5                                                4      5 
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